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1. はじめに 

本研究では，フルサービスキャリア(以後 FSC)と

ローコストキャリア(以後 LCC)が共存する航空旅客

輸送市場を考究する．特に各々のキャリアの戦略の

一つである価格に着目し，市場における行動特性を

把握する．分析にあたっては北米全域を対象とし，

３ヶ年のデータを用いて価格関数の推計を行うこと

により，FSCと LCCの動向を統計的に分析する． 

2. モデル 

本研究では，キャリアを市場価格の構成という観

点から Price Makerと Price Takerに大別する．また，

寡占市場を仮定しており， キャリア間の価格競争は

終息しているものとする．Price Makerはクールノー

の量的競争を前提とし，市場価格の構成力を持つ．

一方 Price Taker(価格受容者)は Price Makerの設定し

た価格をもとに受動的に価格を決定する．それぞれ

の定式化を以下に示す． 

1) Price Makerの価格関数 
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2) Price Takerの価格関数 
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ここで， :エアライン のリンク における運賃

(ドル／席)， :エアラインmのリンク lにおける旅
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3．価格関数の推計結果 

分析対象エアラインは，①FSC は American 

Airlines(AA)，Delta Airlines(DL)，United Airlines(UA)

とし，②LCCは Southwest Airlines(WN)とする．分析

対象期間は 1999年，2000年，2001年とする． 

① FSCについて 

FSCは市場でのプレゼンスがある程度存在し，市

場価格の構成力を持つ Price Makerとして行動する．

(1)式によりパラメータ推計を行い，決定係数 2R の
値は良好で， t値も有意な結果が得られたので，そ
の結果を採用する．  

② LCCについて 

LCC に関しても前述した①FSC 同様(1)式により

パラメータ推計を行う．その結果，2000 年，2001

年において， t値が低く符号条件を満足しない．よ
って LCC に関しては(1)式は標準的に採用されると

は言い難い．ここで，LCCは市場でのプレゼンスが

ある程度存在するときは Price Makerとして行動し，

FSCと同等に競争を行うが，プレゼンスが小さい場

合は Price Taker として行動すると仮定する．なお，

本研究においてプレゼンスはシェアにより示される

ものと仮定している．  

前述の仮定を検証するにあたり，３ヶ年のデータ

により閾値の推計を行う．その結果を以下の表 3－1
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に示す．表の上段はパラメータ値，下段は t値を示
す． 
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表 3－1 (1)式によるパラメータ推計結果 

シェア 15％以下   シェア 20％以下 

 

また，シェア 15％以上についても同様に(1)式を用

いて推計を行う．その結果は決定係数
2R の値は良

好であり，t値の値も有意であるという結果を得た．
その結果と以上の表 3－1 の結果より閾値は 15％付

近にあるという結果を得た． 

閾値が 15％であると推計された今，シェア 15％以

下において(2)式により推計を行う．その結果は決定

係数
2R の値は良好であり，t値の値も有意であると

いう結果を得た． 

 以下に３ヶ年の代表として，1999年の現状再現の

グラフを以下の図 3－1，図 3－2に示す． 

 

〔LCCのシェアが 15％以上の場合〕 

自由度修正済み決定係数
2R =0.9972 

図 3－1 モデル再現精度(15％以上) 

 

 

 

LCCのシェアが 15％以下の場合〕 〔

 自由度修正済み決定係数
2R =0.9940 

図 3－2 モデル再現精度(15％以下) 

 

以上の推計結果より，ある路線の LCCのシェアが

15

4. おわりに 

エアラインが決定する運賃の分析を

通
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％を超える場合には LCC は FSC と同様に市場

価格の構成力を持つ Price Maker としての行動をと

り，また LCCのシェアが 15％以下の場合には LCC

は FSCの Price Makerの設定した価格を元に受動的

に価格を決定する Price Taker としての行動をとる，

という見解を得た． 

 

 

本研究では，

じてシェアの重要性を示唆した．紙面の都合上，

考察，及び分析の詳細は講演時に発表する． 
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